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原
子
炉
棟
換
気
系
の
改
造
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

２
条

火
災
に

よ
る

損
傷

の
防

止
】

１
．
基
準
適
合
性
の
確

認
範
囲

①
火

災
区
域
及
び
火

災
区
画
の

設
定
に
つ
い
て

既
工

事
計
画
に
お
い

て
は
，
重

大
事
故
等
対
処

施
設
を
設

置
す
る
区
域
を

火
災
区
域

と
し
て
，
ま
た

，
火
災
区

域
を
重
大
事
故

等
対
処
施

設
と
設
計
基
準

事
故
対

処
設
備
の
配
置

等
に
応
じ

て
分
割
し
た
も

の
を
火
災

区
画
と
し
て
設

定
し
て
い

る
こ
と
を
記
載

し
て
い
る

。
「
補

足
-
4【

原
子
炉

建
屋
棟
系

改
造
工
事
の
概

要
に
つ
い

て
】
」
（
参
照

)
「
そ

の
他
発
電
用
原

子
炉
の
附

属
施
設
の
う
ち

火
災
防
護

設
備
に
係
る
機

器
の
配
置

を
明
示
し
た
図

面
及
び
構

造
図
（
火
災
区

域
構
造
物

及
び
火
災
区
画

構
造
物
）
」
（
第

9
-3
-
6図

,
第
9
-3
-
7図

参
照
）

「
Ⅴ

-
1-
1-
7
発
電
用
原
子
炉

施
設
の
火
災
防

護
に
関
す

る
説
明
書
」
（

2
,6
,
7,
9,
1
0,
35
,
36
頁
参

照
）

今
回

の
原
子
炉
棟
換

気
系
改
造

に
伴
い
，
火
災

区
域
及
び

火
災
区
画
の
設

定
方
針
に

変
更
が
な
い
こ

と
を
確
認

す
る
。

②
火

災
発
生
防
止
に

係
る
設
計

に
つ
い
て

ａ
．
既

工
事
計
画
に
お

い
て
は
，

火
災
区
域
に
設

置
す
る
油

又
は
水
素
を
内

包
す
る
設

備
に
つ
い
て
は

，
そ
の
漏

え
い
及
び
拡
大

を
防
止
す

る
た
め
に
，
溶

接
構
造

等
を
採
用
す
る

と
と
も
に

，
可
燃
性
の
蒸

気
及
び
水

素
が
発
生
す
る

火
災
区
域

に
つ
い
て
は
，

可
燃
性
の

蒸
気
等
を
滞
留

さ
せ
な
い

た
め
に
，

適
切
な

換
気
等
を
行
え

る
設
計
と

し
て
い
る
こ
と

を
記
載
し

て
い
る
。

「
Ⅴ

-1
-
1-
7
発
電
用
原
子
炉
施

設
の
火
災
防
護

に
関
す
る

説
明
書
」
（

2,
3
,4
2～

48
,
56
,2
5
5頁

参
照
）

今
回
の

原
子
炉
棟
換
気

系
改
造
に

伴
い
，
火
災
の

発
生
防
止

対
策
に
対
す
る

方
針
に
変

更
が
な
い
こ
と

を
確
認
す

る
。

ｂ
．
既

工
事
計
画
に
お

い
て
は
，

重
大
事
故
等
対

処
施
設
に

つ
い
て
は
，
不

燃
性
材
料

，
難
燃
性
材
料

又
は
そ
れ

と
同
等
以
上
の

性
能
を
有

す
る
材
料
を
使

用
す
る

た
め
に
，
難
燃

ケ
ー
ブ
ル

等
を
使
用
す
る

設
計
と
し

て
い
る
こ
と
，

及
び
，
一

部
の
既
設
ケ
ー

ブ
ル
つ
い

て
は
，
以
下

c.
の
設
計
に

よ
り
難
燃

ケ
ー
ブ

ル
と
同
等
以
上

の
性
能
を

有
す
る
も
の
と

し
て
い
る

こ
と
，
又
は

d.
の
措
置
を

行
う
設
計
と
し

て
い
る
こ

と
を
記
載
し
て

い
る
。

「
Ⅴ

-1
-
1-
7
発
電
用
原
子
炉
施

設
の
火
災
防
護

に
関
す
る

説
明
書
」
（

2,
3
,9
,
42
,4
9～

53
,
25
5頁

参
照
）

今
回
の

原
子
炉
棟
換
気

系
改
造
に

伴
い
，
難
燃
ケ

ー
ブ
ル
等

を
使
用
す
る
設

計
に
変
更

が
な
い
こ
と
を

確
認
す
る

。
ｃ
．
既

工
事
計
画
に
お

い
て
は
，

既
設
ケ
ー
ブ
ル

の
う
ち
，

非
難
燃
ケ
ー
ブ

ル
に
つ
い

て
は
，
複
合
体

を
形
成
す

る
設
計
と
し
，

複
合
体
に

つ
い
て
は
，
設

置
変
更

許
可
申
請
書
の

設
計
方
針

に
基
づ
き
実
施

し
た
耐
延

焼
性
，
遮
炎
性

等
の
実
証

試
験
の
結
果
に

保
守
性
及

び
施
工
後
の
確

認
を
考
慮

し
た
設
計

と
し
て

い
る
こ
と
，
更

に
，
複
合

体
か
ら
重
大
事

故
等
対
処

施
設
に
接
続
す

る
非
難
燃

ケ
ー
ブ
ル
に
つ

い
て
は
，

電
線
管
に
収
納

し
，
そ
の

両
端
は
外

部
か
ら

の
酸
素
供
給
防

止
の
た
め

の
難
燃
性
の
耐

熱
シ
ー
ル

材
を
処
置
す
る

設
計
と
し

て
い
る
こ
と
を

記
載
し
て

い
る
。

「
Ⅴ

-1
-
1-
7
発
電
用
原
子
炉
施

設
の
火
災
防
護

に
関
す
る

説
明
書
」
（

2,
3
,4
2
,5
2～

54
,2
5
5頁

参
照
）

今
回
の

原
子
炉
棟
換
気

系
改
造
に

伴
い
，
非
難
燃

ケ
ー
ブ
ル

の
設
計
方
針
に

変
更
が
な

い
こ
と
を
確
認

す
る
。
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原
子
炉
棟
換
気
系
の
改
造
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

２
条

火
災
に

よ
る

損
傷

の
防

止
】

ｄ
．
既

工
事
計
画
に
お

い
て
は
，

不
燃
性
材
料
又

は
難
燃
性

材
料
と
同
等
以

上
の
性
能

を
有
す
る
材
料

の
使
用
が

技
術
上
困
難
で

あ
る
放
射

線
モ
ニ
タ
ケ
ー

ブ
ル
及

び
通
信
連
絡
設

備
の
機
器

本
体
に
使
用
す

る
専
用
ケ

ー
ブ
ル
に
つ
い

て
は
，
当

該
重
大
事
故
等

対
処
施
設

の
火
災
に
起
因

し
て
他
の

重
大
事

故
等
対
処
施
設
及

び
設
計
基

準
事
故
対
処
設

備
に
お
い

て
火
災
が
発
生

す
る
こ
と

を
防
止
す
る
た

め
に
，
金

属
製
の
筐
体
等

へ
の
収
納

又
は
専
用
の
電

線
管
の

敷
設
な
ど
を
行

う
設
計
等

と
し
て
い
る
こ

と
を
記
載

し
て
い
る
。

「
Ⅴ

-1
-
1-
7
発
電
用
原
子
炉
施

設
の
火
災
防
護

に
関
す
る

説
明
書
」
（

2,
5
2,
5
3,
25
5頁

参
照
）

今
回
の

原
子
炉
棟
換
気

系
改
造
に

伴
い
，
放
射
線

モ
ニ
タ
ケ

ー
ブ
ル
及
び
通

信
連
絡
設

備
の
機
器
本
体

に
使
用
す

る
専
用
ケ
ー
ブ

ル
に
対
す

る
方
針
に

変
更
が

な
い
こ
と
を
確

認
す
る
。

ｅ
．
既

工
事
計
画
に
お

い
て
は
，

重
大
事
故
等
対

処
施
設
に

つ
い
て
，
落
雷

に
よ
る
火

災
の
発
生
を
防

止
す
る
た

め
に
，
避
雷
設

備
の
設
置

及
び
接
地
網
の

敷
設
を

行
う
と
と
も
に

，
地
震
に

よ
る
火
災
の
発

生
を
防
止

す
る
た
め
に
施

設
の
区
分

に
応
じ
た
耐
震

設
計
を
行

う
な
ど
，
自
然

現
象
に
よ

る
火
災
の

発
生
防

止
対
策
を
行
う

設
計
と
し

て
い
る
こ
と
を

記
載
し
て

い
る
。

「
Ⅴ

-1
-
1-
7
発
電
用
原
子
炉
施

設
の
火
災
防
護

に
関
す
る

説
明
書
」
（

2,
3
,4
2
,5
4,
5
5,
25
5頁

参
照

）
今
回
の

原
子
炉
棟
換
気

系
改
造
に

伴
い
，
自
然
現

象
に
よ
る

火
災
の
発
生
防

止
対
策
に

変
更
が
な
い
こ

と
を
確
認

す
る
。

補4-添14-2
2014



③
火

災
の
感
知
及
び

消
火
に
係

る
設
計
に
つ
い

て
ａ
．
既

工
事
計
画
に
お

い
て
は
，

火
災
区
域
等
に

は
，
火
災

の
影
響
を
限
定

し
，
早
期

の
火
災
感
知
を

行
う
た
め

，
各
火
災
区
域

等
の
環
境

条
件
及
び
想
定

さ
れ
る

火
災
の
性
質
等

を
考
慮
し

，
固
有
の
信
号

を
発
す
る

異
な
る
種
類
の

感
知
器
と

し
て
，
基
本
的

に
ア
ナ
ロ

グ
式
の
煙
感
知

器
及
び
熱

感
知
器
を

組
み
合

わ
せ
て
設
置
す

る
と
と
も

に
，
火
災
の
発

生
場
所
を

特
定
で
き
る
受

信
機
を
用

い
る
設
計
と
し

て
い
る
こ

と
，
ま
た
，
火

災
感
知
設

備
は
，
蓄

電
池
を

有
す
る
な
ど
全

交
流
動
力

電
源
喪
失
を
考

慮
し
た
設

計
と
し
て
い
る

と
と
も
に

，
重
大
事
故
等

対
処
施
設

の
区
分
に
応
じ

て
機
能
を

保
持
す
る

設
計
等

と
し
て
い
る
こ

と
を
記
載

し
て
い
る
。

「
Ⅴ

-1
-
1-
7
発
電
用
原
子
炉
施

設
の
火
災
防
護

に
関
す
る

説
明
書
」
（

2,
4
,6
1～

63
,
68
～

7
0,
95
,2
5
5頁

参
照

）
今
回
の

原
子
炉
棟
換
気

系
改
造
に

伴
い
，
火
災
の

感
知
に
係

る
方
針
に
変
更

が
な
い
こ

と
を
確
認
す
る

。
ｂ
．
既

工
事
計
画
に
お

い
て
は
，

各
火
災
区
域
等

の
環
境
条

件
，
想
定
さ
れ

る
火
災
の

性
質
等
を
考
慮

し
，
火
災

の
影
響
を
限
定

し
，
早
期

の
消
火
を
行
う

た
め
，

煙
の
充
満
な
ど

に
よ
り
消

火
活
動
が
困
難

と
な
る
火

災
区
域
等
に
は

ハ
ロ
ゲ
ン

化
物
自
動
消
火

設
備
（
全

域
）
，
ハ
ロ
ゲ

ン
化
物
自

動
消
火
設

備
（
局

所
）
又
は
二
酸

化
炭
素
自

動
消
火
設
備
（

全
域
）
の

消
火
設
備
を
設

置
す
る
と

と
も
に
，
消
火

活
動
が
困

難
と
な
ら
な
い

火
災
区
域

等
に
は
自

衛
消
防

隊
に
よ
る
消
火

活
動
を
行

う
た
め
の
消
火

器
又
は
水

消
火
設
備
を
設

置
す
る
設

計
と
し
て
い
る

こ
と
，
ま

た
，
消
火
設
備

は
，
蓄
電

池
を
有
す

る
な
ど

全
交
流
動
力
電

源
喪
失
を

考
慮
し
た
設
計

と
す
る
と

と
も
に
，
重
大

事
故
等
対

処
施
設
の
区
分

に
応
じ
て

機
能
を
保
持
す

る
設
計
等

と
し
て
い

る
こ
と

を
記
載
し
て
い

る
。

「
Ⅴ
-
1-
1
-7

発
電
用
原
子

炉
施
設
の
火
災

防
護
に
関

す
る
説
明
書
」

（
2
,
4,
72
,
75
,7
6
,9
7,
25
5頁

参
照

）
今
回
の

原
子
炉
棟
換
気

系
改
造
に

伴
い
，
火
災
の

消
火
に
係

る
方
針
に
変
更

が
な
い
こ

と
を
確
認
す
る

。

原
子
炉
棟
換
気
系
の
改
造
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

２
条

火
災
に

よ
る

損
傷

の
防

止
】

補4-添14-3
2015



確
認
図
書

名
確

認
結
果

補
足

-4
【
原
子
炉
棟
換

気
系
改
造

工
事
の
概
要
に

つ
い
て

】

・
今
回

の
原
子
炉
棟
換

気
系
の
改

造
に
よ
り
，
重

大
事
故
等

対
処
施
設
の
設

計
方
針
に

変
更
が
な
く
，

貫
通
部
の

ダ
ク
ト
撤

去
後
の
開
口
部

は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
よ
る

閉
止
措
置

を
行
う
こ
と
で

原
子
炉
建

屋
原
子
炉
棟
の

外
壁
と
し

，
既
設
同

等
の
耐
火
構
造

と
す
る
こ

と
よ
り
，
火
災

区
域
及
び

火
災
区
画
の
設

定
に
変
更

が
な
い
こ
と
を

確
認
し
た

。
【
①
】

そ
の
他

発
電
用
原
子
炉

の
附
属
施

設
の
う
ち
火
災

防
護
設

備
に
係
る
機
器

の
配
置
を

明
示
し
た
図
面

及
び
構

造
図
（
第

9-
3-
6図

,第
9
-
3-
7図

）

・
今
回

の
原
子
炉
棟
換

気
系
の
改

造
に
よ
り
，
火

災
区
域
及

び
火
災
区
画
の

設
定
に
変

更
が
な
い
こ
と

を
確
認
し

た
。

【
①

ｂ
】

Ⅴ
-1
-1
-
7
発

電
用
原
子
炉
施
設

の
火
災
防
護
に

関
す
る

説
明
書

・
今
回

の
原
子
炉
棟
換

気
系
の
改

造
に
よ
り
，
発

火
性
又
は

引
火
性
物
質
を

内
包
す
る

設
備
に
変
更
は

な
く
，
火

災
の
発
生

防
止
対
策
に
変
更
が
な
い

こ
と
を
確
認
し

た
。
【
②

ａ
】

・
今
回

の
原
子
炉
棟
換

気
系
の
改

造
に
よ
り
，
難

燃
ケ
ー
ブ

ル
等
を
使
用
す

る
設
計
に

変
更
は
な
く
，

火
災
発
生

防
止
に
係

る
設
計
に
変
更
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
た

。
【
②
ｂ
】

・
今
回

の
原
子
炉
棟
換

気
系
の
改

造
に
よ
り
，
非

難
燃
ケ
ー

ブ
ル
は
，
火
災

を
想
定
し

た
場
合
に
も
延

焼
が
発
生

し
な
い
よ

う
に
，
電
線
管
に
収
納
す

る
と
と
も
に
，

電
線
管
の

両
端
は
電
線
管

外
部
か
ら

の
酸
素
供
給
防

止
を
目
的

と
し
て

，
難
燃
性
の
耐
熱
シ
ー
ル

材
を
処
置
す
る

設
計
に
変

更
は
な
く
，
火

災
発
生
防

止
に
係
る
設
計

に
変
更
が

な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。
【
②
ｃ

】
・
今
回

の
原
子
炉
棟
換

気
系
の
改

造
に
よ
り
，
不

燃
性
材
料

又
は
難
燃
性
材

料
と
同
等

以
上
の
性
能
を

有
す
る
材

料
の
使
用

が
技
術
上
困
難
で
あ
る
放

射
線
モ
ニ
タ
ケ

ー
ブ
ル
及

び
通
信
連
絡
設

備
の
機
器

本
体
に
使
用
す

る
専
用

ケ
ー
ブ

ル
に
つ
い
て
は
，
金
属
製

の
筐
体
等
へ
の

収
納
又
は

専
用
の
電
線
管

の
敷
設
な

ど
を
行
う
設
計

に
変
更
は

な
く
，

と
し
て
い
る
火
災
発
生
防

止
に
係
る
設
計

に
変
更
が

な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

【
②
ｄ
】

・
今
回

の
原
子
炉
棟
換

気
系
の
改

造
に
よ
り
，
避

雷
設
備
の

設
置
及
び
接
地

網
の
敷
設

に
係
る
設
計
に

変
更
が
な

い
こ
と
を

確
認
し
た
。
【
②
ｅ
】

・
今
回

の
原
子
炉
棟
換

気
系
の
改

造
に
よ
り
，
火

災
区
域
及

び
火
災
区
画
に

変
更
が
な

く
，
火
災
の
感

知
及
び
消

火
に
係
る

設
計
に
変
更
が
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。

【
③
ａ

,ｂ
】

原
子
炉
棟
換
気
系
の
改
造
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

２
条

火
災
に

よ
る

損
傷

の
防

止
】

２
．
確

認
結
果

補4-添14-4
2016



３
．
ま
と
め

・
今
回
の
原
子
炉
棟
換

気
系
の
改

造
に
つ
い
て
，

重
大
事
故

等
対
処
施
設
の

設
計
方
針

，
火
災
区
域
や

火
災
区
画

の
設
定
，
発
火

性
又
は
引
火
性
物
質
を
内

包
す

る
設
備

，
不
燃
性
材
料

又
は
難
燃

性
材
料
を
用
い

る
設
計
に

変
更
が
な
い
こ

と
を
確
認

し
た
。
ま
た
，

使
用
す
る

非
難
燃
ケ
ー
ブ

ル
は
，
火

災
を
想
定
し
た

場
合
に
も

延
焼
が
発
生
し

な
い
よ
う

に
，
電
線
管
に

収
納
す
る

と
と
も
に
，
電

線
管
の
両

端
は
電
線
管
外

部
か
ら
の

酸
素
供
給
防
止

を
目
的
と

し
て
，
難
燃
性

の
耐
熱
シ

ー
ル
材
を
処
置

す
る
設
計

と
し
，
放
射
線

モ
ニ
タ
ケ

ー
ブ
ル
及
び
通

信
連
絡
設

備
の
機
器
本
体

に
使
用
す

る
専
用
ケ
ー
ブ

ル
に
つ
い

て
は
，
金
属
製

の
筐
体
等

へ
の
収
納
又
は

専
用
の
電

線
管
の
敷
設
な

ど
を
行
う

設
計
に
変
更
は

な
く
，
火

災
発
生
防
止
に

係
る
設
計

に
変
更
の
な
い

こ
と
を
確

認
し
た
。

・
今
回
の
原
子
炉
棟
換

気
系
の
改

造
に
つ
い
て
，

貫
通
部
の

ダ
ク
ト
撤
去
後

の
開
口
部

は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
よ
る

閉
止
措
置
を
行

う
こ
と
で
原
子
炉
建
屋
原

子
炉

棟
の
外

壁
と
し
，
既
設

同
等
の
耐

火
構
造
と
す
る

こ
と
よ
り

，
火
災
区
域
及

び
火
災
区

画
の
設
定
に
変

更
は
な
く

，
火
災
の
感
知

及
び
消
火

に
係
る
設
計
に

変
更
が
な

い
た
め
，
技
術

基
準
の
適

合
性
に
影
響
を

与
え
な
い

。
・
既
工
事
計
画
で
確
認

さ
れ
た
設

計
を
変
更
す
る

も
の
で
は

な
い
。
ま
た
，

火
災
に
よ

る
損
傷
の
防
止

に
関
す
る

基
本
設
計
方
針

に
つ
い
て
も
変
更
が
な
い

こ
と

か
ら
，

審
査
対
象
条
文

と
な
ら
な

い
。

原
子
炉
棟
換
気
系
の
改
造
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

２
条

火
災
に

よ
る

損
傷

の
防

止
】
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原
子
炉
棟
換
気
系
の
改
造
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

４
条

重
大
事

故
等

対
処

設
備

】

１
．
基
準
適
合
性
の
確

認
範
囲

①
重
大
事
故
等
対
処
設

備
（
第
５

４
条
第
１
項
関

係
）
に
つ

い
て

ａ
．
既

工
事
計
画
に
お

い
て
は
，

環
境
条
件
及
び

荷
重
条
件

に
つ
い
て
，
重

大
事
故
等

対
処
設
備
は
，

想
定
さ
れ

る
重
大
事
故
等

が
発
生
し

た
場
合
に
お
け

る
温
度

，
放
射
線
，
荷

重
そ
の
他

の
使
用
条
件
に

お
い
て
，

そ
の
機
能
が
有

効
に
発
揮

で
き
る
よ
う
，

そ
の
設
置

（
使
用
）
・
保

管
場
所
に

応
じ
た
耐

環
境
性

を
有
す
る
設
計

と
す
る
と

と
も
に
，
操
作

が
可
能
な

設
計
と
し
て
い

る
こ
と
，

ま
た
，
そ
の
際

，
基
準
津

波
を
超
え
敷
地

に
遡
上
す

る
津
波

（
以
下

「
敷
地
に
遡
上

す
る
津
波

」
と
い
う
。
）

も
考
慮
し

た
設
計
と
し
て

い
る
こ
と

，
さ
ら
に
，
屋

外
の
重
大

事
故
等
対
処
設

備
に
つ
い

て
は
，
風

（
台
風

）
及
び
竜
巻
に

よ
る
風
荷

重
を
考
慮
し
，

同
じ
機
能

を
有
す
る
重
大

事
故
等
対

処
設
備
と
の
位

置
的
分
散

を
考
慮
し
た
保

管
な
ど
に

よ
り
，
機

能
を
損

な
わ
な
い
設
計

と
し
て
い

る
こ
と
を
記
載

し
て
い
る

。
「
補

足
-
4【

原
子
炉

棟
換
気
系

改
造
工
事
の
概

要
に
つ
い

て
】
」
（
参
照

)
「
Ⅴ

-
1-
1-
2
発
電
用
原
子
炉

施
設
の
自
然
現

象
等
に
よ

る
損
傷
の
防
止

に
関
す
る

説
明
書
」
（
【

7条
】
補

足
説
明
資
料
参

照
）

「
Ｖ

-
2-
1-
1
耐
震
設
計
の
気

泡
方
針
の
概
要

」
（
【

5条
】
補

足
説
明
資
料
参
照

）
「
Ⅴ

-
1-
1-
6
 安

全
設
備
及
び

重
大
事
故
等
対

処
設
備
が

使
用
さ
れ
る
条

件
の
下
に

お
け
る
健
全
性

に
関
す
る

説
明
書
」

（
4～

7,
9～

11
,1
6～

22
,
25
,3
2
,3
3,
3
8,
51
～

5
3,
1
21
～

1
31
頁
参
照
）

「
Ｖ

-1
-
1-
8-
1
溢
水
等
に
よ
る

損
傷
防
止
の
基

本
方
針
」

（
【
1
2条

】
補

足
説
明
資

料
参
照
）

ｂ
．
既
工
事
計
画

に
お
い
て

は
，
操
作
性
に

つ
い
て
，

想
定
さ
れ
る
重

大
事
故
等

が
発
生
し
た
場

合
に
お
い

て
も
，
重
大
事

故
等
対
処
設
備
を
確
実
に

操
作

で
き
る
よ
う

に
す
る
た

め
，
重
大
事
故

時
の
環
境

条
件
に
対
し
，
操
作
場
所

で
の
操
作
が
可

能
な
設
計

と
し
て
い
る
こ

と
を
記
載

し
て
い
る
。

「
Ⅴ

-1
-1
-6

安
全
設

備
及
び
重
大
事

故
等
対
処

設
備
が
使
用
さ
れ
る
条
件

の
下
に
お
け
る

健
全
性
に

関
す
る
説
明
書

」
（

26
,2
7頁

参
照
）

ｃ
．
既

工
事
計
画
に
お

い
て
は
，

試
験
及
び
検
査

に
つ
い
て

，
重
大
事
故
等

対
処
設
備

は
，
健
全
性
及

び
能
力
を

確
認
す
る
た
め

，
発
電
用

原
子
炉
の
運
転

中
又
は

停
止
中
に
必
要

な
箇
所
の

保
守
点
検
（
試

験
及
び
検

査
を
含
む
。
）

を
実
施
で

き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に

機
能
・
性
能
確

認
（
特
性

確
認
を
含

む
。
）

，
分
解
・
開
放

（
非
破
壊

検
査
を
含
む
。

）
，
外
観

確
認
等
が
で
き

る
設
計
と

し
て
い
る
こ
と

を
記
載
し

て
い
る
。

「
Ⅴ

-1
-
1-
6 
安
全
設
備
及
び
重

大
事
故
等
対
処

設
備
が
使

用
さ
れ
る
条
件

の
下
に
お

け
る
健
全
性
に

関
す
る
説

明
書
」
（

26
,2
7頁

参
照

）
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原
子
炉
棟
換
気
系
の
改
造
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

４
条

重
大
事

故
等

対
処

設
備

】

ｅ
．
既

工
事
計
画
に
お

い
て
は
，

悪
影
響
防
止
に

つ
い
て
，

重
大
事
故
等
対

処
設
備
は

，
発
電
用
原
子

炉
施
設
（

東
海
発
電
所
を

含
む
。
）

内
の
他
の
設
備

（
設
計

基
準
対
象
施
設

だ
け
で
な

く
，
当
該
重
大

事
故
等
対

処
設
備
以
外
の

重
大
事
故

等
対
処
設
備
も

含
む
。
）

に
対
し
て
悪
影

響
を
及
ぼ

さ
な
い
設

計
と
し

て
い
る
こ
と
を

記
載
し
て

い
る
。

「
Ⅴ

-1
-
1-
6 
安
全
設
備
及
び
重

大
事
故
等
対
処

設
備
が
使

用
さ
れ
る
条
件

の
下
に
お

け
る
健
全
性
に

関
す
る
説

明
書
」
（

14
,1
5
,2
3
,2
4,
53
頁
参
照
）

ｆ
．
既

工
事
計
画
に
お

い
て
は
，

現
場
の
作
業
環

境
に
つ
い

て
，
重
大
事
故

等
対
処
設

備
の
設
置
場
所

は
，
想
定

さ
れ
る
重
大
事

故
等
が
発

生
し
た
場
合
に

お
い
て

も
操
作
及
び
復

旧
作
業
に

支
障
が
な
い
よ

う
に
，
遮

蔽
の
設
置
や
線

源
か
ら
の

離
隔
距
離
に
よ

り
放
射
線

量
が
高
く
な
る

お
そ
れ
の

少
な
い
場

所
を
選
定
し
た
上

で
設
置
場

所
か
ら
操
作
可

能
，
放
射

線
の
影
響
を
受

け
な
い
異

な
る
区
画
若
し

く
は
離
れ

た
場
所
か
ら
遠

隔
で
操
作

可
能
，
又
は
必

要
な
遮

蔽
機
能
を
持
つ

中
央
制
御

室
か
ら
操
作
可

能
な
設
計

と
し
て
い
る
こ

と
を
記
載

し
て
い
る
。

「
Ⅴ

-1
-
1-
6 
安
全
設
備
及
び
重

大
事
故
等
対
処

設
備
が
使

用
さ
れ
る
条
件

の
下
に
お

け
る
健
全
性
に

関
す
る
説

明
書
」
（

25
～

2
7,
3
2,
33
頁
参
照
）

「
Ｖ

-4
-
2
生

体
遮
蔽
装
置
の
放

射
線
の
遮
蔽
及

び
熱
除
去

に
つ
い
て
の
計

算
書
」
（

4～
6参

照
）

今
回
の

原
子
炉
棟
換
気

系
の
改
造

に
伴
い
，
上
記

の
設
計
に

変
更
が
な
い
こ

と
を
確
認

す
る
。
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②
常
設
重
大
事
故
等
対

処
設
備
（

第
５
４
条
第
２

項
関
係
）

に
つ
い
て

ｂ
．
既

工
事
計
画
に
お

い
て
は
，

共
用
の
禁
止
に

つ
い
て
，

常
設
重
大
事
故

等
対
処
設

備
の
各
機
器
は

，
二
以
上

の
発
電
用
原
子

炉
施
設
に

お
い
て
共
用
し

な
い
設

計
と
す
る
が
，

共
用
対
象

の
施
設
ご
と
に

要
求
さ
れ

る
技
術
的
要
件

を
満
た
し

つ
つ
，
二
以
上

の
発
電
用

原
子
炉
施
設
と

共
用
す
る

こ
と
に

よ
っ
て

，
安
全
性
が
向

上
す
る
場

合
で
あ
っ
て
，

さ
ら
に
他

の
発
電
用
原
子

炉
施
設
に

対
し
て
悪
影
響

を
及
ぼ
さ

な
い
場
合
は
，

共
用
で
き

る
設
計
と

し
て
い

る
こ
と
を
記
載

し
て
い
る

。
な
お
，
今
回

の
改
造
対

象
で
あ
る
原
子

炉
棟
換
気

系
は
，
東
海
発

電
所
と
共

有
し
な
い
。

「
Ⅴ

-1
-
1-
6 
安
全
設
備
及
び
重

大
事
故
等
対
処

設
備
が
使

用
さ
れ
る
条
件

の
下
に
お

け
る
健
全
性
に

関
す
る
説

明
書
」
（

15
頁

参
照
）

ｃ
．
既

工
事
計
画
に
お

い
て
は
，

設
計
基
準
事
故

対
処
設
備

と
の
多
様
性
に

つ
い
て
，

常
設
重
大
事
故

防
止
設
備

は
，
設
計
基
準

事
故
対
処

設
備
並
び
に
使

用
済
燃

料
プ
ー
ル
の
冷

却
設
備
及

び
注
水
設
備
（

以
下
「
設

計
基
準
事
故
対

処
設
備
等

」
と
い
う
。
）

の
安
全
機

能
と
，
環
境
条

件
，
地
震

，
津
波

（
敷
地

に
遡
上
す
る
津

波
を
含
む

。
）
そ
の
他
の

自
然
現
象

，
外
部
人
為
事

象
，
溢
水

，
火
災
及
び
サ

ポ
ー
ト
系

の
故
障
に
よ
る

共
通
要
因

に
よ
っ
て

同
時
に

そ
の
機
能
が
損

な
わ
れ
る

お
そ
れ
が
な
い

よ
う
に
す

る
た
め
，
共
通

要
因
の
特

性
を
踏
ま
え
，

可
能
な
限

り
多
様
性
及
び

独
立
性
を

有
し
，
位

置
的
分

散
を
図
る
こ
と

を
考
慮
し

て
適
切
な
措
置

を
講
じ
た

設
計
と
し
て
い

る
こ
と
を

記
載
し
て
い
る

。
「
Ⅴ

-
1-
1-
2
発
電
用
原
子
炉

施
設
の
自
然
現

象
等
に
よ

る
損
傷
の
防
止

に
関
す
る

説
明
書
」
（
【

7条
】
補

足
説
明
資
料
参

照
）

「
Ｖ

-
2-
1-
1
耐
震
設
計
の
基

本
方
針
の
概
要

」
（
【

5条
】
補

足
説
明
資
料
参
照

）
「
Ⅴ

-
1-
1-
6
 安

全
設
備
及
び

重
大
事
故
等
対

処
設
備
が

使
用
さ
れ
る
条

件
の
下
に

お
け
る
健
全
性

に
関
す
る

説
明
書
」

（
3,
4,
6
,7
,1
1～

13
,3
8
,5
1～

53
,
12
1～

13
1頁

参
照
）

「
Ｖ

-1
-
1-
8-
1
溢
水
等
に
よ
る

損
傷
防
止
の
基

本
方
針
」

（
【
1
2条

】
補

足
説
明
資

料
参
照
）

今
回

の
原
子
炉
棟
換

気
系
の
改

造
に
伴
い
，
上

記
の
設
計

に
変
更
が
な
い

こ
と
を
確

認
す
る
。

原
子
炉
棟
換
気
系
の
改
造
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

４
条

重
大
事

故
等

対
処

設
備

】

補4-添15-3
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確
認
図
書

名
確

認
結
果

補
足

-4
【
原
子
炉
棟
換

気
系
改
造

工
事
の
概
要
に

つ
い
て

】

・
今
回

の
原
子
炉
棟
換
気
系
の
改

造
に
よ
り
，
二

次
格
納
施

設
バ
ウ
ン
ダ
リ

範
囲
が
変

更
と
な
る
が
，

ダ
ク
ト
貫

通
部
は
既

設
建
屋
の
壁
と
同
等
の
設

計
で
処
理
す
る

こ
と
か
ら

，
環
境
条
件
及

び
荷
重
条

件
等
お
け
る
設

計
に
影
響

を
与
え

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

【
①
ａ
】

Ⅴ
-1
-1
-
6 
安

全
設
備
及
び
重
大

事
故
等
対
処
設

備
が
使

用
さ
れ
る
条
件

の
下
に
お

け
る
健
全
性
に

関
す
る

説
明
書

（
第
５

４
条
第
１
項
関

係
）

・
今
回

の
原
子
炉
棟
換
気
系
の
改

造
に
よ
り
，
二

次
格
納
施

設
バ
ウ
ン
ダ
リ

範
囲
が
変

更
と
な
る
が
，

環
境
条
件

び
荷
重

条
件
に
影
響
の

な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。

【
①
ａ
】

・
今
回

の
原
子
炉
棟
換
気
系
の
改

造
に
よ
り
，
二

次
格
納
施

設
バ
ウ
ン
ダ
リ

範
囲
が
変

更
と
な
る
が
，

操
作
性
に

影
響
の

な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

【
①
ｂ
】

・
今
回

の
原
子
炉
棟
換
気
系
の
改

造
に
よ
り
，
二

次
格
納
施

設
バ
ウ
ン
ダ
リ

範
囲
が
変

更
と
な
る
が
，

必
要
な
保

守
点
検

（
試
験
及
び
検

査
を
含
む

。
）
に
影
響
の

な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。

【
①
ｃ
】

・
今
回

の
原
子
炉
棟
換
気
系
の
改

造
に
よ
り
，
二

次
格
納
施

設
バ
ウ
ン
ダ
リ

範
囲
が
変

更
と
な
る
が
，

他
の
設
備

に
悪
影

響
を
及
ぼ
さ
な

い
こ
と
を

確
認
し
た
。
【

①
ｅ
】

・
今
回

の
原
子
炉
棟
換
気
系
の
改

造
に
よ
り
，
二

次
格
納
施

設
バ
ウ
ン
ダ
リ

範
囲
が
変

更
と
な
る
が
，

放
射
線
の

影
響
を

受
け
な
い
場
所

か
ら
遠
隔

で
操
作
可
能
な

設
計
方
針

に
影
響
の
な
い

こ
と
を
確

認
し
た
。
【
①

ｆ
】

Ⅴ
-1
-1
-
6 
安

全
設
備
及
び
重
大

事
故
等
対
処
設

備
が
使

用
さ
れ
る
条
件

の
下
に
お

け
る
健
全
性
に

関
す
る

説
明
書

（
第
５

４
条
第
２
項
関

係
）

・
今
回

の
原
子
炉
棟
換
気
系
の
改

造
は
，
共
用
設

備
に
該
当

し
な
い
こ
と
を

確
認
し
た

。
【
②
ｂ
】

・
今
回

の
原
子
炉
棟
換
気
系
の
改

造
に
よ
り
，
設

計
基
準
事

故
対
処
設
備
と

の
多
様
性

，
独
立
性
及
び

位
置
的
分

散
を
図

る
設
計
方
針
に

影
響
の
な

い
こ
と
を
確
認

し
た
。
【

②
ｃ
】

２
．
確

認
結
果

原
子
炉
棟
換
気
系
の
改
造
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

４
条

重
大
事

故
等

対
処

設
備

】

補4-添15-4
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３
．
ま
と
め

・
今

回
の
原
子
炉
棟

換
気
系
の

改
造
に
つ
い
て

，
重
大
事

故
等
対
処
設
備
で
あ
る
二

次
格
納
施
設
の

バ
ウ
ン
ダ

リ
範
囲
が
変
更

と
な
る
が

，
基
本
方
針
に

変
更
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
た

。
・
基
本
方
針
に
変
更
が

な
く
，
必

要
な
強
度
は
確

保
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら

，
技
術
基

準
の
適
合
性
に

影
響
を
与

え
な
い
。

・
既
工
事
計
画
で
確
認

さ
れ
た
設

計
を
変
更
す
る

も
の
で
は

な
い
。
ま
た
，

重
大
事
故

等
対
処
設
備
に

関
す
る
基

本
設
計
方
針
に

つ
い
て
も
変
更
が
な
い
こ

と
か
ら
，

審
査
対
象
条
文

と
な
ら
な

い
。

原
子
炉
棟
換
気
系
の
改
造
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

４
条

重
大
事

故
等

対
処

設
備

】
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原
子
炉
棟
換
気
系
の
改
造
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
７

４
条

運
転
員

が
原

子
炉

制
御

室
に

と
ど

ま
る

た
め

の
設

備
】

１
．
基
準
適
合
性
の
確

認
範
囲

既
工
事
計
画
に
お

い
て
は
，

炉
心
の
著
し
い

損
傷
が
発

生
し
た
場
合
に

お
い
て
も

運
転
員
が
中
央

制
御
室
に

と
ど
ま
る
た
め

に
必
要
な
設
備
を
施
設
す

る
こ

と
と

し
て
お
り
，

①
中
央
制
御
室
の

空
調
及
び

照
明
等
の
電
源

は
，
代
替

交
流
電
源
設
備

か
ら
の
給

電
を
可
能
と
す

る
こ
と
を

記
載
し
て
い
る

。
「
Ⅴ

-
1-
5-
5

中
央

制
御
室
の

機
能
に
関
す
る

説
明
書
」

(
5頁

)
「
Ⅴ

-
1-
7-
3

中
央

制
御
室
の

居
住
性
に
関
す

る
説
明
書

」
(
1,
2
,6
,9
頁

)
今
回

の
原
子
炉
棟
換

気
系
の
改

造
に
伴
い
，
中

央
制
御
室

の
空
調
及
び
照

明
等
の
電

源
系
統
に
変
更

が
な
い
こ

と
を
確
認
す
る

。

②
居
住
性
確
保
と

し
て
，
運

転
員
の
被
ば
く

の
観
点
か

ら
結
果
が

も
厳
し
く
な

る
重
大
事
故
等

時
に
，
全

面
マ
ス
ク
の
着

用
及
び
運
転
員
の
交
代
要

員
体

制
を
考
慮
し
，

そ
の
実
施

の
た
め
の
体
制

を
整
備
す

る
こ
と
で
，
中

央
制
御
室

の
気
密
性
並
び

に
中
央
制

御
室
換
気
系
，

中
央
制
御
室
遮
蔽
，
中
央

制
御

室
遮
蔽
（
待
避

室
）
及
び

中
央
制
御
室
待

避
室
空
気

ボ
ン
ベ
等
の
機

能
と
あ
い

ま
っ
て
，
運
転

員
の
実
効

線
量
が
７
日
間

で
1
0
0m
Sv
を
超
え
な
い
設

計
と

し
て
い
る
こ
と

を
記
載
し

て
い
る
。

「
補

足
-
4【

原
子
炉

建
屋
棟
系

改
造
工
事
の
概

要
に
つ
い

て
】
」
（
参
照

)
「
Ⅴ

-
1-
5-
5

中
央

制
御
室
の

機
能
に
関
す
る

説
明
書
」

(
2,
4,
5頁

)
「
Ⅴ

-
1-
7-
3

中
央

制
御
室
の

居
住
性
に
関
す

る
説
明
書

」
(
1,
2
,5
,8
頁

)
「
Ⅴ

-
4-
2-
1

中
央

制
御
室
の

生
体
遮
蔽
装
置

の
放
射
線

の
遮
蔽
及
び
熱

除
去
に
つ

い
て
の
計
算
書

」
(
1
,別

紙
1-
2頁

)
今
回

の
原
子
炉
棟
換

気
系
の
改

造
に
伴
い
，
運

転
員
の
被

ば
く
量
に
変
更

が
な
い
こ

と
を
確
認
す
る

。

③
中
央

制
御
室
の
外
側

が
放
射
性

物
質
に
よ
り
汚

染
し
た
よ

う
な
状
況
下
に

お
い
て
，

運
転
員
が
中
央

制
御
室
の

外
側
か
ら
室
内

に
放
射
性

物
質
に
よ
る
汚

染
を

持
ち
込
む
こ
と

を
防
止
す

る
た
め
に
，
身

体
サ
ー
ベ

イ
及
び
作
業
服

の
着
替
え

な
ど
を
行
う
た

め
の
区
画

を
設
け
る
設
計

と
し
て
い

る
こ
と
を
記
載

し
て

い
る
。

「
Ⅴ

-
1-
7-
2

管
理

区
域
の
出

入
管
理
設
備
及

び
環
境
資

料
分
析
装
置
に

関
す
る
説

明
書
」

(1
,4
頁

)
今
回

の
原
子
炉
棟
換

気
系
の
改

造
に
伴
い
，
身

体
サ
ー
ベ

イ
及
び
作
業
服

の
着
替
え

な
ど
を
行
う
た

め
の
区
画

を
設
け
る
設
計

に
変
更
が

な
い
こ
と
を
確

認
す

る
。
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原
子
炉
棟
換
気
系
の
改
造
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
７

４
条

運
転
員

が
原

子
炉

制
御

室
に

と
ど

ま
る

た
め

の
設

備
】

④
中
央

制
御
室
の
居
住

性
を
確
保

す
る
た
め
に
原

子
炉
格
納

容
器
か
ら
漏
え

い
し
た
空

気
中
の
放
射
性

物
質
の
濃

度
を
低
減
す
る

非
常
用
ガ

ス
処
理
系
等
を

設
置

す
る
こ
と
を
記

載
し
て
い

る
。

「
Ⅴ

-
1-
1-
4
-7
-1
0 
設
定
根
拠

に
関
す
る
説
明

書
(
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟

)」
(1
,2
頁
)

「
Ⅴ

-
1-
1-
6
 安

全
設
備
及
び

重
大
事
故
等
対

処
設
備
が

使
用
さ
れ
る
条

件
の
下
に

お
け
る
健
全
性

に
関
す
る

説
明
書
」

(5
1,
5
2,
5
3,
13
1頁

)
今
回

の
原
子
炉
棟
換

気
系
の
改

造
に
伴
い
，
非

常
用
ガ
ス

処
理
系
の
設
計

に
変
更
が

な
い
こ
と
を
確

認
す
る
。

⑤
中
央

制
御
室
の
居
住

性
を
確
保

す
る
た
め
に
原

子
炉
建
屋

に
設
置
さ
れ
た

ブ
ロ
ー
ア

ウ
ト
パ
ネ
ル
を

閉
止
す
る

必
要
が
あ
る
場

合
は
，
ブ

ロ
ー
ア
ウ
ト
パ

ネ
ル

閉
止
装
置
に
て

容
易
か
つ

確
実
に
閉
止
操

作
が
で
き

る
と
と
も
に
，

ブ
ロ
ー
ア

ウ
ト
パ
ネ
ル
閉

止
装
置
は
，
現
場
に
お
い

て
人
力
に

よ
る
操
作
が
可

能
な

こ
と
を
記
載
し

て
い
る
。

「
Ⅴ

-
1-
5-
5

中
央

制
御
室
の

機
能
に
関
す
る

説
明
書
」

(
5頁

)
「
Ⅴ

-
1-
1-
6
-別

紙
4

ブ
ロ
ー

ア
ウ
ト
パ
ネ
ル

関
連
装
置

の
設
計
方
針
」

(別
添

4-
2
,6
,7
,
10
,1
1,
1
4,
1
7,
23
頁
)

今
回

の
原
子
炉
棟
換

気
系
の
改

造
に
伴
い
，
ブ

ロ
ー
ア
ウ

ト
パ
ネ
ル
閉
止

装
置
の
設

計
に
変
更
が
な

い
こ
と
を

確
認
す
る
。
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確
認
図
書

名
確

認
結
果

補
足

-4
【
原
子
炉
建
屋

棟
系
改
造

工
事
の
概
要
に

つ
い
て

】

・
今
回

の
原
子
炉
棟
換
気
系
の
改

造
に
よ
り
，
貫

通
部
の
ダ

ク
ト
撤
去
後
の

開
口
部
は

既
設
同
等
の
コ

ン
ク
リ
ー

ト
に
よ
る

閉
止
措
置
を
行
う
こ
と
で

，
二
次
遮
蔽
の

性
能
に
変

更
は
な
く
，
運

転
員
の
実

効
線
量
が
７
日

間
1
0
0m
Sv

を
超
え

な
い
設
計
に
変
更
が
な
い

こ
と
を
確
認
し

た
。
【
②

】

Ⅴ
-1
-7
-
3

中
央
制
御

室
の
居
住

性
に
関
す
る
説

明
書

・
今
回

の
原
子
炉
棟
換
気
系
の
改

造
に
よ
り
，
中

央
制
御
室

の
空
調
及
び
照

明
等
の
電

源
系
統
に
変
更

が
な
い
こ

と
を
確
認

し
た
。
【
①
】

・
今
回

の
原
子
炉
棟
換
気
系
の
改

造
に
よ
り
，
貫

通
部
の
ダ

ク
ト
撤
去
後
の

開
口
部
は

既
設
同
等
の
コ

ン
ク
リ
ー

ト
に
よ
る

閉
止
措
置
を
行
う
こ
と
で

，
二
次
遮
蔽
の

性
能
に
変

更
は
な
く
，
運

転
員
の
実

効
線
量
が
７
日

間
1
0
0m
Sv

を
超
え

な
い
設
計
に
変
更
が
な
い

こ
と
を
確
認
し

た
。
【
②

】

Ⅴ
-1
-5
-
5

中
央
制
御

室
の
機
能

に
関
す
る
説
明

書

・
今
回

の
原
子
炉
棟
換
気
系
の
改

造
に
よ
り
，
中

央
制
御
室

の
空
調
及
び
照

明
等
の
電

源
系
統
に
変
更

が
な
い
こ

と
を
確
認

し
た
。
【
①
】

・
今
回

の
原
子
炉
棟
換
気
系
の
改

造
に
よ
り
，
貫

通
部
の
ダ

ク
ト
撤
去
後
の

開
口
部
は

既
設
同
等
の
コ

ン
ク
リ
ー

ト
に
よ
る

閉
止
措
置
を
行
う
こ
と
で

，
二
次
遮
蔽
の

性
能
に
変

更
は
な
く
，
運

転
員
の
実

効
線
量
が
７
日

間
1
0
0m
Sv

を
超
え

な
い
設
計
に
変
更
が
な
い

こ
と
を
確
認
し

た
。
【
②

】
・
今
回

の
原
子
炉
棟
換
気
系
の
改

造
に
よ
り
，
ブ

ロ
ー
ア
ウ

ト
パ
ネ
ル
閉
止

装
置
の
設

計
に
変
更
が
な

い
こ
と
を

確
認
し
た

。
【
⑤
】

Ⅴ
-4
-2
-
1

中
央
制
御

室
の
生
体

遮
蔽
装
置
の
放

射
線
の

遮
蔽
及
び
熱
除

去
に
つ
い

て
の
計
算
書

・
今
回

の
原
子
炉
棟
換
気
系
の
改

造
に
よ
り
，
貫

通
部
の
ダ

ク
ト
撤
去
後
の

開
口
部
は

既
設
同
等
の
コ

ン
ク
リ
ー

ト
に
よ
る

閉
止
措
置
を
行
う
こ
と
で

，
二
次
遮
蔽
の

性
能
に
変

更
は
な
く
，
運

転
員
の
実

効
線
量
が
７
日

間
1
0
0m
Sv

を
超
え

な
い
設
計
に
変
更
が
な
い

こ
と
を
確
認
し

た
。
【
②

】

２
．
確

認
結
果

原
子
炉
棟
換
気
系
の
改
造
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
７

４
条

運
転
員

が
原

子
炉

制
御

室
に

と
ど

ま
る

た
め

の
設

備
】
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確
認
図
書

名
確

認
結
果

Ⅴ
-1
-7
-
2

管
理
区
域

の
出
入
管

理
設
備
及
び
環

境
資
料

分
析
装
置
に
関

す
る
説
明

書
・
今
回

の
原
子
炉
棟
換
気
系
の
改

造
に
よ
り
，
身

体
サ
ー
ベ

イ
及
び
作
業
服

の
着
替
え

な
ど
を
行
う
た

め
に
チ
ェ

ン
ジ
ン
グ

エ
リ
ア
を
設
け
る
設
計
に

変
更
が
な
い
こ

と
を
確
認

し
た
。
【
③
】

Ⅴ
-1
-1
-
4-
7-
1
0 
設
定

根
拠
に
関

す
る
説
明
書

(
原
子
炉
建
屋

原
子
炉
棟

)

・
今
回

の
原
子
炉
棟
換
気
系
の
改

造
に
よ
り
，
貫

通
部
の
ダ

ク
ト
撤
去
後
の

開
口
部
は

既
設
同
等
の
コ

ン
ク
リ
ー

ト
に
よ
る

閉
止
措
置
を
行
う
こ
と
で

，
非
常
用
ガ
ス

処
理
系
の

流
路
と
し
て
原

子
炉
建
屋

原
子
炉
棟
を
使

用
す
る
設

計
に
変

更
が
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
【
④
】

Ⅴ
-1
-1
-
6 
安

全
設
備
及
び
重
大

事
故
等
対
処
設

備
が
使

用
さ
れ
る
条
件

の
下
に
お

け
る
健
全
性
に

関
す
る

説
明
書

・
今
回

の
原
子
炉
棟
換
気
系
の
改

造
に
よ
り
，
非

常
用
ガ
ス

処
理
系
の
設
計

に
変
更
が

な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

【
④
】

Ⅴ
-1
-1
-
6-
別

紙
4

ブ
ロ
ー
ア
ウ

ト
パ
ネ
ル
関
連

装
置
の

設
計
方
針

・
今
回

の
原
子
炉
棟
換
気
系
の
改

造
に
よ
り
，
ブ

ロ
ー
ア
ウ

ト
パ
ネ
ル
閉
止

装
置
の
設

計
に
変
更
が
な

い
こ
と
を

確
認
し
た

。
【
⑤
】

原
子
炉
棟
換
気
系
の
改
造
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
７

４
条

運
転
員

が
原

子
炉

制
御

室
に

と
ど

ま
る

た
め

の
設

備
】
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３
．
ま
と
め

・
今
回
の
原
子
炉
棟
換

気
系
の
改

造
に
つ
い
て
，

貫
通
部
の

ダ
ク
ト
撤
去
後

の
開
口
部

は
既
設
同
等
の

コ
ン
ク
リ

ー
ト
に
よ
る
閉

止
措
置
を
行
う
こ
と
で
，

二
次
遮
蔽

及
び
非
常
用
ガ

ス
処
理
系

の
流
路
と
し
て

使
用
す
る

原
子
炉
建
屋
原

子
炉
棟
の

基
本
方
針
に
変

更
が
な
い

こ
と
を
確
認
し

た
。

・
基
本
方
針
に
変
更
が

な
く
，
運

転
員
が
原
子
炉

制
御
室
に

と
ど
ま
る
た
め

の
設
備
に

変
更
の
な
い
こ

と
か
ら
，

技
術
基
準
の
適

合
性
に
影
響
を
与
え
な
い

。
・
既
工
事
計
画
で
確
認

さ
れ
た
設

計
を
変
更
す
る

も
の
で
は

な
い
。
ま
た
，

運
転
員
が

原
子
炉
制
御
室

に
と
ど
ま

る
た
め
の
設
備

に
関
す
る
基
本
設
計
方
針

に
つ
い
て

も
変
更
が
な
い

こ
と
か
ら

，
審
査
対
象
条

文
と
な
ら

な
い
。

原
子
炉
棟
換
気
系
の
改
造
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
７

４
条

運
転
員

が
原

子
炉

制
御

室
に

と
ど

ま
る

た
め

の
設

備
】
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